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The purpose of this paper is to analyze the cooperative selling system of newspapers. In December 
1941, the competition for sales of newspapers was over, and a joint sales office was established in each 
area. Newspapers carried out joint sales, joint delivery, and joint collection under the wartime 
regulations. This paper considers what kind of discussion was developed during the establishment of 
new system by the diary of Mitsujiro Ishii. 
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大改革だったのである。1941 年 12 月 1 日の組合
制による新聞共同販売組合を皮切りに、統制を組織
化した日本新聞配給会（1942 年 11 月 1 日）、日本
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了した共販規則は、9 月 3 日の新聞連盟理事会の議
題になったが、共販規定は一括審議予定になったた











9 月 11 日の業務委員会は販売部会が作成した組
合細則、販売所規定、共販実施要綱を、翌 12 日に
は販売所と発行本社の関係を議題とした。結局、9
月 1 日から 12 日までの間、5 回にわたり販売所組
















は、1941 年 7 月以前の数ヶ月平均案、7 月から 9


















































































かる。一方で、9 月 29 日に石井を訪問した大毎の
鹿倉吉次は「忠田君を共販中央本部の専務理事にし
たら」29) と薦めた。10 月 2 日、石井は忠田本人か
ら了解を得、翌日には自分の代わりに箕浦を薦めた























124 Bulletin of Tokyo Denki University, Arts and Sciences No.15 2017 
り地区の範囲が問題となった。ここでは特に揉めた
中部ブロックについて示そう。 



















を希望した。9 月 18 日の業務委員会前にも同盟通
信の塚村敏夫が中部ブロック側の希望を伝えたが、
石井はそれを一蹴、その後中部ブロック拡大の件は、

















































































導入の発端は、1941 年 7 月 29 日の新聞連盟理事
会における政府提言であった。理事会の下部にある
業務委員会は 8 月 7 日から第 1 段階の審議を開始
した。だが、共販制反対論が多く、意見がまとまら
















第 3 段階は共販規程の審議である。9 月 1 日から
12 日にかけて、業務委員会は販売部会が作成した
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